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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成21年7月30日(2009.7.30)

【公表番号】特表2008-546519(P2008-546519A)
【公表日】平成20年12月25日(2008.12.25)
【年通号数】公開・登録公報2008-051
【出願番号】特願2008-516418(P2008-516418)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  23/89     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/03     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 209/36     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/46     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/51     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  23/89    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  35/04    　　　Ｄ
   Ｂ０１Ｊ  37/03    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ 209/36    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 211/46    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 211/51    　　　　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月12日(2009.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）ニッケル、コバルト、鉄及び銅からなる群から選択される、少なくとも一つの骨
格多孔質スポンジ金属、
　（ｉｉ）パラジウム、白金及びロジウムからなる群から選択される第一の助触媒金属、
及び
　（ｉｉｉ）亜鉛及びバナジウムからなる群から選択される第二の助触媒金属、
を含み、前記第一及び／または第二の助触媒金属が前記骨格多孔質スポンジ金属の表面に
沈積されている、触媒組成物。
【請求項２】
　第二の助触媒金属がバナジウムを含む、請求項１に記載の触媒。
【請求項３】
　骨格金属が、さらに、チタン、クロム、ジルコニウム、バナジウム、モリブデン、マン
ガン及び亜鉛からなる群から選択される金属を、全骨格金属の０～２０重量％で含む、請
求項１または請求項２に記載の触媒。
【請求項４】
　第一の助触媒金属を０．０１～５重量％で含む、請求項１乃至３のいずれか一項に記載
の触媒。
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【請求項５】
　第二の助触媒金属を０．０１～５重量％で含む、請求項１乃至４のいずれか一項に記載
の触媒。
【請求項６】
　１～１５０ミクロンの平均直径を有する粒子の形態である、請求項１乃至５のいずれか
一項に記載の触媒。
【請求項７】
　触媒粒子への助触媒金属の分散が、１００～５００のＳ／Ｂ比を与え、
ここで、Ｓ／Ｂ比は、全体のドーパント濃度に対する表面ドーパント濃度の比を表し、表
面ドーパント濃度は、触媒粒子の表面体積中の、骨格金属に対する第一の助触媒金属の原
子比であり、全体のドーパント濃度は、全体の触媒粒子についての骨格金属に対する第一
の助触媒金属の原子比を意味し、そして、表面体積は、触媒粒子の外側表面から粒子の中
心の方向に５０Åで広がっている、触媒粒子の外側の体積を意味する、
請求項１乃至６のいずれか一項に記載の触媒。
【請求項８】
　以下の工程：
　（ａ）ニッケル、コバルト、鉄及び銅の少なくとも一つから選択される活性骨格金属と
、０～２０重量％のチタン、クロム、ジルコニウム、バナジウム、モリブデン、マンガン
及び亜鉛からなる群から選択される金属との、スポンジ金属触媒を形成すること、
　（ｂ）前記スポンジ金属触媒の表面に、パラジウム、白金及びロジウムからなる群から
選択される金属の少なくとも一つの化合物を沈積すること、及び、
　（ｃ）前記スポンジ金属触媒の表面に、亜鉛及びバナジウムからなる群から選択される
金属の少なくとも一つの化合物を沈積すること、
を含む、触媒組成物の製造方法。
【請求項９】
　工程（ｂ）を工程（ｃ）の前に実施する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　工程（ｃ）を工程（ｂ）の前に実施する、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　工程（ｂ）と工程（ｃ）を同じ段階に実施する、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　工程（ｂ）及び（ｃ）が、前記スポンジ金属触媒の前記金属の化合物の溶液での含浸を
含む、請求項８乃至１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　工程（ｂ）及び（ｃ）が、前記金属の化合物の溶液からの、金属化合物の沈殿を含む、
請求項８乃至１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　以下の工程：
　（ａ）７０～４０重量％の浸出可能な金属、
３０～６０重量％の、ニッケル、コバルト、鉄及び銅の少なくも一つからなる群から選択
される少なくとも一つの活性骨格金属、及び、以下、
　（ｉ）パラジウム、白金及びロジウムからなる群から選択される第一の助触媒金属、及
び
　（ｉｉ）亜鉛及びバナジウムからなる群から選択される第二の助触媒金属、
の少なくとも一つ、
を含む合金を形成すること、
　（ｂ）前記合金を、１～５００μｍの平均粒径を有する粒子に粉砕すること、
　（ｃ）前記粒子を、前記合金から前記浸出可能な金属の少なくとも８０％の浸出をもた
らすに十分な時間及び十分な条件下、アルカリ金属水酸化物の溶液と接触させて、スポン
ジ金属触媒を形成すること、及び、



(3) JP 2008-546519 A5 2009.7.30

　任意に、
　（ｄ）前記スポンジ金属触媒の表面に、
　（ｉ）パラジウム、白金及びロジウムからなる群から選択される第一の助触媒金属、及
び／または
　（ｉｉ）亜鉛及びバナジウムからなる群から選択される第二の助触媒金属、
の少なくとも一つの化合物を沈積すること、
を含む、触媒組成物の製造方法。
【請求項１５】
　（ｄ）（ｉ）及び（ｄ）（ｉｉ）の工程の少なくとも一つが、前記スポンジ金属触媒の
前記金属の化合物の溶液での含浸を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　（ｄ）（ｉ）及び（ｄ）（ｉｉ）の工程の少なくとも一つが、前記金属の化合物の溶液
からの前記金属化合物の沈殿を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　有機ニトロ化合物またはニトリル化合物の対応するアミンへの水素化方法であって、請
求項１乃至７のいずれか一項に記載の触媒、または請求項８乃至１６のいずれか一項に記
載の方法によって製造される触媒、の存在下に実施することを特徴とする、水素化方法。
【請求項１８】
　ニトロベンゼンのアニリンへの水素化、ニトロトルエンの対応するアミノトルエンへの
水素化、ジニトロトルエンのトルエンジアミンへの水素化、脂肪族ニトリルの脂肪族一級
アミンへの水素化、または脂肪族ジニトリルの脂肪族ジアミンへの水素化、を含む、請求
項１７に記載の方法。
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